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アジアにおける第 4 次産業革命と企業経営の課題と展望 

  

 令和となって最初となる第 26 回全国大会では世界的なうねりとなっている第 4次産業革

命がアジア各国の製造業と関連産業そして企業に及ぼす影響を取り上げ、議論を深める。

周知のように 2010 年にドイツが『ハイテク戦略 2020』で打ち出した「インダストリー4.0

（第 4次産業革命）はあらゆるモノのデジタル・ネットワーク化（IoT）の実現によるスマ

ート・ファクトリーや製造業のサービス化のみならず、サブスクリプション・モデルなど

の新たなビジネスモデルの登場を可能にしている。 

 アジアでも中国における「中国製造 2025」、インドにおける「メイク・イン・インディア」

など各国が競い合うように政策ビジョンを公表し、ますます関心が高まっている。このよ

うな第 4 次産業革命はこれまで安価で豊富な労働力を活用し、規模の経済を徹底的に利用

した規格量産型生産体制によって「世界の工場」となったアジアの経済発展モデルを変え

る可能性を秘めている。 

 第 26 回全国大会では第 4次産業革命がアジアの企業経営に如何なる変革を迫っているの

かを中国、インド、タイなどの事例を交えながら展望する。 
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